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一
、
太
閤
山
の
太
閤
の
絵
図
（
仮
題
）

　

豊
臣
秀
吉
が
誕
生
し
た
遺
跡
で
あ
る
太
閤
山
常
泉
寺
（
中
村
区
中
村
町
）

の
由
緒
を
記
し
た
「
略
縁
記
」（
本
稿
（
一
）
で
翻
刻
し
た
）
と
と
も
に

出
さ
れ
た
一
枚
刷
で
あ
る
。
秀
吉
公
の
画
像
の
上
に
は
「
開
運
豊
国
大
明

神
」
と
あ
り
、
横
に
「
御
誕
生
舊
地
」、
下
段
に
は
「
尾
陽
中
村
太
閤

山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

二
、
寺
院
阡
陌

案
内

　

木
版
摺
の
一
枚
物
で
あ
る
。
欄
外
に
「
関
通
袋
陌
円
輪
寺
」
と
あ
り
、
円

輪
寺
（
中
区
錦
）
住
職
の
関
通
が
出
版
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
刊
行

年
月
日
は
不
詳
で
あ
る
が
、
福
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
熱
田
区
役
所
ま
ち
づ

く
り
推
進
室
蔵
）
に
は
「
天
保
七
丙申
年
六
月
吉
日　

吉
村
氏
」
の
書
き
入

れ
が
あ
り
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
六
月
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
に

吉
村
氏
が
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
天
保
七
年
頃
の
名
古
屋
寺
院
を

寺
格
、
伽
藍
で
順
位
づ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
誤
っ
た
寺
名
に
な
っ

て
い
る
寺
院
が
十
一
カ
寺
み
え
る
。
そ
れ
を
あ
げ
る
と
相
王

（
マ
マ
）寺
、
聖
得
（
マ
マ
）

寺
、
政
周
（
マ
マ
）
寺
、
大
高
（
マ
マ
）
院
、
白
倫
（
マ
マ
）
寺
、
尊
儒
（
マ
マ
）
院
、
万
正
（
マ
マ
）
寺
、
福
満
（
マ
マ
）

院
、
高
田
本
房
（
マ
マ
）、
健
（
マ
マ
）中
寺
、
天
王
房
（
マ
マ
）、
功
徳
寺
（
マ
マ
）、
衆
（
マ
マ
）福
院
、
鷲
梅

寺（
マ
マ
）、
洞
仙
院
（
マ
マ
）で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
不
詳
で
あ
る
が
、
尾
張
藩
と
深
い

関
係
の
あ
る
寺
院
の
た
め
、
故
意
に
変
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
詳
し
い
こ
と

は
明
ら
か
で
な
い
。

三
、
本
尊
略
縁
起

　

浄
念
寺
（
中
区
丸
の
内
）
の
本
尊
安
阿
弥
作
の
阿
弥
陀
如
来
の
縁
起
で
あ

る
。
浄
念
寺
は
元
、
清
須
の
朝
日
に
あ
り
、
観
音
院
と
称
し
て
天
台
宗
で

あ
っ
た
。
本
尊
は
定
朝
作
の
聖
観
音
で
あ
っ
た
が
、
土
方
出
羽
守
治
氏
の

子
慶
恵
が
住
持
で
あ
っ
た
時
、
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
て
蓮
如
上
人
の
弟
子

と
な
り
、
上
人
の
六
字
名
号
な
ど
を
御
染
筆
し
て
与
え
ら
れ
浄
念
寺
と
改

号
し
た
。
四
世
常
真
の
時
、
源
君
は
時
々
参
詣
さ
れ
、
慶
長
年
間
（
一
五

九
六

－

一
六
一
四
）
の
末
頃
、
寺
西
半
左
衛
門
と
本
多
寿
甘
は
帰
依
仏
に

附
属
品
な
ど
を
添
え
納
め
た
尊
像
で
あ
っ
た
。
こ
の
尊
像
の
功
徳
や
多
く

の
霊
験
、
御
利
益
の
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
元
禄
四
年
（
一
六

九
一
）
二
月
に
記
さ
れ
た
縁
起
に
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
十
月
に
御

門
主
よ
り
霊
像
へ
宮
殿
を
免
許
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
附
言
が
加
え
ら
れ
て

木
版
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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四
、
粟
殿
森
藪
香
物
略
縁
記

　

粟
殿
森
宮
は
神
代
に
伊
弉
諾
、
伊
弉
尊
が
五
穀
を
作
っ
て
農
業
耕
作
の
道

を
教
え
た
神
で
あ
る
。
ま
た
、
藪
の
香
の
物
が
生
ま
れ
た
わ
け
、
そ
れ
を

熱
田
皇
太
神
宮
へ
送
っ
た
由
来
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
参
詣
し
た
人
々

は
そ
れ
を
諸
人
へ
言
い
伝
え
て
敬
い
尊
ぶ
こ
と
も
記
し
て
い
る
。
同
社
の

社
僧
で
あ
っ
た
正
法
寺
（
あ
ま
市
上
萱
津
）
よ
り
木
版
刷
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

五
、
尾
州
春
日
井
郡
一
色
庄
豊
場
村
万
松
山
常
安
寺
本
尊
略
縁
記

（
マ
マ
）

　

常
安
寺
（
西
春
日
井
郡
豊
山
町
）
の
本
尊
の
縁
起
で
あ
る
。
本
尊
は
赤
栴

檀
の
香
木
で
彫
刻
さ
れ
た
仏
像
。
肥
後
国
如
来
寺
に
安
置
し
て
い
た
本
尊

を
応
永
年
中
（
一
三
九
四

－

一
四
二
七
）
に
溝
口
富
之
介
が
懇
請
し
て
常

安
寺
の
本
尊
に
安
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
枚
刷
で
「
春
日
井
郡
一
色
庄

豊
場
村
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
江
戸
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

六
、
尾
州
春
日
井
郡
豊
場
村
萬
松
山
常
安
寺
本
尊
略
縁
記

（
マ
マ
）

　
（
五
）
と
は
異
な
り
、
二
丁
冊
子
に
な
っ
て
い
る
。
表
紙
に
題
が
あ
り
、

内
容
は
（
五
）
と
同
意
文
で
あ
る
。
江
戸
期
の
刊
行
で
あ
る
が
、（
五
）

よ
り
は
新
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

七
、
尾
張
准
西
国
三
十
三
所
順
礼
図

　

江
戸
期
の
刊
行
で
一
枚
刷
で
あ
る
。
尾
張
地
方
の
西
国
三
十
三
カ
所
に
准

じ
た
観
音
霊
場
の
順
礼
図
で
あ
る
。
甚
目
寺
の
観
音
堂
を
一
番
に
、
現
在

の
清
須
市
新
川
町
、
名
古
屋
市
東
区
、
小
牧
市
、
春
日
井
市
、
守
山
区
吉

根
、
瀬
古
、
北
区
味
鋺
、
下
飯
田
、
南
区
笠
寺
、
中
区
古
渡
、
中
川
区
荒

子
、
あ
ま
市
、
津
島
市
、
稲
沢
市
、
一
宮
市
、
江
南
市
の
霊
場
を
廻
り
、

最
後
の
三
十
三
番
は
犬
山
市
継
尾
の
蓮
台
寺
と
な
っ
て
い
る
。
刊
行
所
は

不
詳
で
あ
る
。

八
、
大
鐘
再
建
勧
募
誌

　

明
治
二
十
一
年
九
月
に
福
田
寺
（
知
多
市
日
長
村
）
十
八
世
杉
野
良
宗
が

大
鐘
を
再
建
す
る
た
め
の
勧
募
誌
で
あ
る
。
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
二

月
に
七
世
が
建
立
し
て
い
た
が
、
十
六
世
代
の
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）

一
月
一
日
に
祝
融
に
あ
い
、
音
色
が
悪
く
な
っ
て
再
建
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
十
一
月
十
日
に
大
鐘
供
養
が
行
わ
れ
る
と
い
う
。

九
、
曹
洞
宗
萬
松
山
常
安
寺
境
内
之
図

　

明
治
三
十
一
年
八
月
に
東
京
市
浅
草
茅
町
の
精
行
社
銅
版
部
が
作
成
し
た

も
の
で
、「
略
縁
起
」
は
山
腰
弘
道
が
撰
述
し
、
境
内
図
は
東
濤
舎
の
巴

凌
が
書
写
し
て
い
る
。
先
に
紹
介
し
た
（
五
）（
六
）
の
常
安
寺
本
尊
の

略
縁
記
な
ど
か
ら
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
明
治
期
の
境
内
、
伽
藍
の
配

置
が
明
ら
か
に
な
る
。

十
、
仏
法
双
六
（
仮
題
）

　

坂
家
菩
提
所
の
得
善
院
（
現
在
、
中
区
丸
の
内
）
よ
り
木
版
刷
さ
れ
た

「
仏
法
双
六
」（
仮
題
）
で
あ
る
。
得
善
院
は
初
め
霊
光
院
と
称
し
て
い
た
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が
、
明
治
三
十
一
年
に
坂
文
四
郎
（
明
治
四
十
年
三
月
十
六
日
寂
、
得
善

院
釈
真
楽
西
證
）
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
寺
号
を
改
め
た
。
木
版
刷
に
彩
色

が
施
さ
れ
て
お
り
、
仏
教
語
、
短
歌
、
信
善
疑
悪
で
評
し
て
い
る
。

十
一
、
医
王
山
成
福
寺
薬
師
如
来
縁
起

　

成
福
寺
（
北
区
瑠
璃
光
町
）
の
境
内
に
あ
る
別
堂
の
本
尊
の
薬
師
如
来
の

縁
起
で
あ
る
。
大
正
十
五
年
十
月
に
薬
師
堂
を
改
築
し
、
そ
の
開
帳
供
養

記
念
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
同
寺
二
十
四
世
中
野
擔
道
が
記
し
た

も
の
で
あ
る
。
薬
師
如
来
像
は
身
丈
三
尺
八
寸
の
立
像
で
理
趣
仙
人
の
作

で
あ
る
。
仙
人
が
鳳
来
寺
の
本
尊
薬
師
如
来
を
彫
刻
し
た
同
木
同
作
と
い

わ
れ
、
そ
れ
を
成
福
寺
へ
勧
請
さ
れ
た
理
由
は
不
詳
で
あ
る
。
江
戸
期
に

は
南
西
の
新
道
沿
に
あ
っ
た
が
、
士
侍
が
落
馬
し
た
り
怪
事
が
多
い
こ
と

か
ら
、
信
者
ら
は
薬
師
堂
を
境
内
の
西
南
東
向
に
新
築
し
て
薬
師
如
来
を

移
し
、
本
堂
に
は
別
に
釈
迦
如
来
像
を
請
し
て
本
尊
と
し
た
と
こ
ろ
怪
事

は
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
明
治
二
十
四
年
の
濃
尾
震
災
に
よ
っ
て
堂
宇
は

潰
倒
し
た
が
、
薬
師
如
来
や
十
二
神
将
像
は
損
傷
が
な
か
っ
た
。
そ
の

後
、
改
築
が
な
さ
れ
て
大
正
十
五
年
十
月
に
入
仏
供
養
が
行
わ
れ
た
。

十
二
、
尾
張
瀬
戸
霊
刹
大
龍
山
雲
興
寺
之
全
景
図

　

雲
興
寺
（
瀬
戸
市
白
坂
町
）
の
全
景
図
で
あ
る
。
瀬
戸
電
の
「
尾
張
瀬
戸

駅
」
が
載
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
駅
が
で
き
た
以
後
の
刊
行
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
明
確
な
刊
行
年
月
日
は
不
詳
で
あ
る
。
著
作
代
表
者
は
磯

村
力
松
、
発
行
兼
販
売
者
は
熊
崎
住
恵
で
、
案
内
略
符
と
性
空
石
な
ど
の

所
在
地
も
記
さ
れ
て
い
る
。

十
三
、
知
多
四
国
八
十
八
カ
所
巡
礼
図
（
仮
題
）

　

知
多
四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
の
巡
礼
図
で
あ
る
。
一
枚
刷
で
各
札
番
所
か

ら
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
本
紙
は
最
後
の
八
十
八
番
円
通
寺

（
大
府
市
共
和
町
）
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
木
版
の
カ
ラ
ー
刷
で
、
江
戸

期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
明
確
な
制
作
年
次
は
不
詳
で
あ
る
。

十
四
、
大
布
薩
宣
伝

　

昭
和
四
年
十
月
十
一
日
に
宝
積
院
（
知
多
郡
内
海
町
）
で
大
布
薩
式
法
要

が
行
わ
れ
る
た
め
、
参
加
を
勧
め
る
宣
伝
の
一
枚
刷
で
あ
る
。

十
五
、
天
医
山
東
高
寺
薬
師
如
来
之
御
縁
起

　

東
高
寺
（
北
区
金
城
）
の
境
内
に
あ
る
薬
師
如
来
の
縁
起
で
あ
る
。
薬
師

如
来
は
身
丈
一
尺
二
寸
の
座
像
で
、
聖
徳
太
子
の
作
。
太
子
が
大
飢
饉
で

疫
病
が
は
や
り
、
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
時
、
世
を
憐
み
て
彫
刻
し
た

も
の
で
あ
る
。
江
州
志
賀
の
里
に
一
宇
を
建
立
し
て
安
置
さ
れ
、
織
田
信

長
が
叡
山
を
焼
き
払
っ
た
時
、
御
本
尊
の
霊
夢
に
よ
っ
て
東
高
坊
が
こ
の

尊
像
を
奉
り
、
生
国
の
奥
州
田
村
郡
の
里
へ
行
く
時
、
こ
の
地
の
医
師
平

手
挑
庵
宅
に
止
宿
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
病
に
臥
し
亡
く
な
っ
た
。
そ

の
た
め
平
手
挑
庵
は
小
堂
を
建
立
し
て
祀
り
、
志
賀
薬
師
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
以
来
、
開
帳
が
行
わ
れ
、
十
九
世
近
藤
良
範
が
印
施
し
た

縁
起
書
で
あ
る
。
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浄
鎭

本
東

禪
關

禪
關

浄
鎭

本
東

日
蓮

禪
曹

禪
曹

禪
曹

浄
鎭

真
言

山
口

冨
沢

南
寺

伏
見

門
前

住
吉

法
花

門
前

東
寺

東
寺

光
明

大
須

寳
亀
山
相
王
寺

七
寳
山
聖
得
寺

瑞
雲
山
政
周
寺

曹
澤
山
大
林
寺

大
雄
山
性
高
院

渡
辺
山
守
綱
寺

本
覺
山
長
榮
寺

霊
松
山
善
篤
寺

泰
岳
山
永
安
寺

鷲
嶺
山
含
笑
寺

終
南
山
光
明
寺

北
野
山
眞
福
寺

日
蓮

日
蓮

本
東

本
東

浄
鎭

本
東

本
東

本
東

浄
西

本
東

日
蓮

本
東

浄
西

日
蓮

浄
鎭

日
蓮

堀
川

法
花

飯
田

吉
田

東
寺

正
万

水
主

橘
ウ
ラ

門
前

巾
下

橘
陌

上
畠
西

天
道

建
中
東

東
寺

法
花

日
秀
山
聖
運
寺

長
壽
山
本
住
寺

冨
永
山
養
念
寺

朝
日
山
浄
念
寺

逞
竜
山
西
蓮
寺

廣
井
山
長
德
寺

竜
江
山
長
園
寺

長
嶌
山
崇
覚
寺

教
報
山
極
楽
寺

宝
亀
山
西
願
寺

七
面
山
妙
善
寺

阿
原
山
慶
栄
寺

亀
松
山
德
林
寺

源
頭
山
情
妙
寺

浄
長
山
光
照
院

壽
量
山
妙
本
寺

浄
鎭

本
東

真
言

禪
関

浄
鎭

日
蓮

禪
曹

禪
曹

日
蓮

禅
曹

浄
鎭

高
田

禪
曹

浄
西

本
東

本
東

高
田

本
東

本
東

本
東

古
渡
リ

朝
日

押
切

東
田

南
寺

法
花

南
寺

〃法
花

朝
日

舎
人

東
寺

南
寺

〃新
道

伏
見

セ
ウ
ブ

ミ
ソ
ノ

新
道

赤
ツ
カ

元
興
寺

光
園
寺

福
滿
院

宝
林
寺

瑞
宝
寺

法
輪
寺

安
用
寺

大
運
寺

妙
泉
寺

禅
芳
寺

貞
祖
院

久
遠
寺

長
栄
寺

誓
願
寺

法
藏
寺

浄
願
寺

来
迎
寺

正
福
寺

正
覚
寺

心
海
寺

禅眞禅本同同眞天同同禅浄禅本同同禅同本眞同本眞本

東
寺

朝
日

東
寺

日
ヲ
キ

ス
ル
ガ

四
ケ

光
明

御
旅

東
田

東
寺

〃〃南
寺

出
来

張
屋

前
津

堀
切

東
寺

伊
セ

袋
陌

〃赤ツ
カ

サ
ク
ラ

袋

善
久
寺

正
覚
院

宋
吉
寺

敬
円
寺

光
蓮
寺

浄
信
寺

千
手
院

東
漸
寺

円
教
寺

千
葉
寺

正
福
寺

玄
周
寺

天
寧
寺

覚
音
寺

正
敬
寺

楽
運
寺

永
林
寺

長
全
寺

安
浄
寺

醫
王
院

延
命
院

善
行
寺

方
等
院

善
林
寺

本眞同禅眞禅浄眞同同禅日禅浄日浄日禅眞本禅浄禅同

九
十

袋
陌

中
ヤ
敷

南
寺

関
カ
ジ

東
田

水
車

三
蔵

橘
陌

巾
下

柳
陌

ス
ル
カ

古
渡
リ

東
寺

法
花

カ
ヤ

法
花

ト
キ
ハ

シ
ミ
ツ

出
来

東
寺

笹
ヤ

五
平

東
寺

円
明
寺

福
生
院

永
正
寺

功
徳
寺

万
福
院

乾
徳
寺

蓮
花
寺

東
光
寺

蜜
嚴
院

大
宝
房

周
泉
寺

法
輪
寺

泰
雲
寺

慈
眼
院

眞
柳
寺

観
音
院

蓮
華
寺

安
清
院

長
栄
寺

覚
恩
寺

松
徳
院

善
国
寺

元
寧
寺

衆
福
院

禅同同同同同眞浄同同眞同禅同同同浄禅本同同妙

瑞

山

大

光

寺

巾
下

東
寺

桜ヽ廣
小

前
津

正
万

入
江

性
高

長ヽ
久

万ヽ
松

ヽヽ総
見

東
寺

久
ヤ

本
重

呉
服

矢
バ

林

貞

院

安

才

院

鷲

梅

寺

霊

岳

院

新

福

寺

泰

昌

寺

持

福

院

凉

源

寺

一

行

院

称

名

院

善

福

院

威

徳

院

福

壽

院

万

年

寺

永

昌

院

光

勝

院

善

光

寺

瑠
璃
光
寺

理

相

寺

乘

西

寺

法

光

寺

禪
關

禪
曹

禪
關

日
蓮

淨
鎭

本
西

禪
關

淨
鎭

淨
西

淨
鎭

日
蓮

禪
黄

門
前

門
前

南
寺

法
花

南
寺

櫻
陌

新
道

矢
場

南
寺

門
前

東
寺

橘

景
陽
山
惣
見
寺

興
國
山
大
高
院

東
海
山
白
倫
寺

啓
運
山
法
花
寺

重
寳
山
養
林
寺

荷
上
山
興
善
寺

玉
峯
山
海
福
寺

德
壽
山
清
浄
寺

永
照
山
西
光
院

正
覺
山
阿
弥
陀
寺

妙
日
山
妙
蓮
寺

護
国
山
東
輪
寺

淨
鎭

本
東

本
西

本
西

淨
鎭

天
台

本
西

淨
鎭

淨
鎭

日
蓮

淨
鎭

日
蓮

日
蓮

淨
鎭

日
蓮

淨
西

南
寺

櫻
陌

桶
屋

入
江

東
寺

水
主

四
陌

巾
下

東
寺

法
花

南
寺

法
花

上
畠
西

東
田

法
花

日
置

五
臺
山
尋
盛
寺

四
寳
山
圓
通
寺

大
永
山
淨
教
寺

轉
輪
山
長
園
寺

宏
綱
山
養
蓮
寺

不
老
山
八
角
堂

一
柳
山
正
覚
寺

高
木
山
宝
周
寺

摂
取
山
遍
照
院

等
覚
山
本
正
寺

大
寛
山
法
藏
寺

永
陽
山
大
法
寺

長
久
山
園
頓
寺

護
念
山
證
誠
寺

延
壽
山
本
成
寺

法
皇
山
法
然
寺

禪
曹

日
蓮

淨
鎭

日
蓮

淨
鎭

禪
曹

禪
関

日
蓮

本
西

日
蓮

禪
曹

本
東

日
蓮

日
蓮

日
蓮

日
蓮

本
西

禪
曹

日
蓮

高
田

四
家
道

古
渡
リ

天
道

法
花

南
寺

橘
ウ
ラ

南
寺

法
花

橘古渡
リ

東
寺

本
重

法
花

〃〃〃玉
ヤ

マ
ヘ
ヅ

法
花

車
陌

光
明
院

妙
住
寺

清
安
寺

蓮
勝
寺

壽
経
寺

高
顕
寺

瑞
雲
寺

本
立
寺

延
廣
寺

休
玄
寺

普
藏
寺

常
瑞
寺

長
照
寺

照
遠
寺

本
要
寺

浄
蓮
寺

覚
正
寺

東
泉
寺

壽
元
寺

至
誠
院

本同日禅本同禅天同同本禅本禅日本禅本禅本禅同禅日

飯
田

袋
陌

古
渡
リ

東
寺

枇
杷

押
切

南
寺

東
寺

桑
名

久
屋

伊
勢

東
寺

鍋
屋

南
寺

菖
蒲

ヲ
ナ
ヤ

南
寺

伊
セ

南
寺

五
平

南
寺

〃巾
下

光
明

円
勝
寺

聞
安
寺

円
立
寺

梅
屋
寺

西
源
寺

養
照
寺

建
昌
寺

宝
泉
寺

福
泉
寺

願
行
寺

善
龍
寺

大
永
軒

東
漸
寺

久
宝
寺

玄
乘
寺

教
受
寺

光
眞
寺

教
泉
寺

東
連
寺

興
西
寺

全
香
寺

龍
雲
寺

長
盛
院

妙
行
寺

本日同禅淨本禅同同同同本禅日禅淨本禅淨禅同淨禅本

金
塚

ヒ
ヨ
キ

押
キ
リ

南
寺

光
明

カ
バ
ヤ
キ

赤
ツ
カ

古
渡
リ

南
寺

東
寺

古
渡
リ

カ
バ
ヤ
キ

長
ヘ
イ

東
田

古
渡
リ

東
寺

住
吉

廣
井

三
グ
ラ

万
ヤ

サ
コ

平
田

南
寺

東
田

万
福
寺

顕
性
寺

本
龍
寺

金
仙
寺

隆
生
寺

善
導
寺

大
用
寺

洞
仙
院

宝
泉
寺

照
運
寺

大
泉
寺

眞
廣
寺

久
法
寺

法
導
寺

真
福
寺

東
充
寺

福
恩
寺

雲
門
寺

傳
光
院

金
剛
寺

祥
隆
寺

平
田
院

宝
泉
院

宗
円
寺

禅眞淨眞禅本禅禅淨禅淨同同同禅同日同同黄浄清

涼

山

栄

国

寺

東
寺

ヒ
ヨ
キ

南
寺

ヒ
ヨ
キ

前
津

正
万

南
寺

瓦東
寺

南ヽ
寺

サ
ク
ラ

末
ヒ
ロ

桑
名

総
見

ヽ法
花

古
渡

桜出
来

久
ヤ

曹

流

寺

観

福

寺

林

松

寺

法

淨

寺

長

松

院

眞

宗

寺

淨

久

寺

正

覚

寺

自

然

院

泰

増

寺

法

應

寺

清

水

寺

卷

窓

院

薬

師

寺

陽

岩

院

東

林

寺

常

徳

寺

霊

山

寺

本
遠
寺
通
所

大

龍

寺

誓

願

寺

關
通
袋
陌
圓
輪
寺　
　

名
古
屋
の
寺
院
に
関
す
る
木
版
資
料
に
つ
い
て
（
七
）
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寺
院

阡
陌

案
内

　
　
　
　

慈
雲
庵

天
長
山
尊
儒
院

　
　
　
　

梅
香
院

　

稲
園
山
七
ツ
寺

持

名

山

高

岳

院

亀
岳
山
万
正
寺

東

岳

山

長

久

寺

　

寂
光
山
勝
曼
寺

東

掛

所

　

鈴
木
山
教
順
寺

高

田

本

房

　

法
栄
山
大
園
寺

西

掛

所

德

興

山

健

中

寺

亀

尾

山

天

玉

房
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三
、
本
尊
略
縁
起

　
　
　

本
尊
略
縁
起

抑
當
寺
の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
安
阿
弥
の
作

御
長
二
尺
余
は
、
忝
く
も
源
君
の
御
帰
依
仏

三
躰
江
戸
増
上
寺
の
黒

本
尊
と
御
同
体
也
の
う
ち
也
。
其
濫
觴
を
尋
る
に
當
寺
は
も
と
清
須
の

朝
日
に
あ
り
て
観
音
院
と
申
天
台
宗
に
て
、
本
尊
は
聖
観
音
至
道
二
年
丙

申
九
月
、
定
朝

の
作
れ
る
花
押

附
の
銘
あ
り

な
り
し
が
、
慶
恵
土
方
出
羽
守

治
氏
の
子
也
住
持
た
り
し
時
、
浄
土
真
宗
に

帰
依
し
奉
り
、
蓮
如
上
人
の
御
弟
子
と
な
る
。
よ
っ
て
上
人
、
六
字
名

号
等
御
染
筆
ま
し
ま
し
与
へ
給
ひ
て
、
浄
念
寺
と
改
号
を
ぞ
賜
り
け

る
。
則
、
六
字
名
号
を
も
て
本
尊
と
せ
り
。
然
る
に
四
世
常
真
、
源
君

の
御
か
へ
り
み
厚
く
、
殊
に
當
寺
え
を
り
ぐ
げ
成
せ
給
ひ
、
深
き
由
緒

あ
り
て
慶
長
の
末
、
寺
西
半
左
衛
門
、
本
多
寿
甘
を
も
て
御
帰
依
仏
に

附
属
せ
し
調
度
を
添
さ
せ
ら
れ
納
め
給
ひ
た
る
尊
像
也
。
源
君
、
勇
威

を
四
海
に
振
ひ
政
務
を
万
機
に
計
ら
ひ
、
久
年
の
乱
世
を
治
め
、
天
下

泰
平
を
万
代
に
伝
え
給
ひ
し
も
、
偏
に
此
尊
像
に
御
願
を
な
し
給
ひ
、

他
力
の
安
心
を
極
め
、
称
名
念
仏
怠
り
給
は
ざ
り
し
御
功
徳
に
よ
れ
り

と
か
や
。
仰
ぎ
お
も
む
見
れ
ば
禍
を
転
じ
福
と
な
し
、
重
を
軽
き
に
う
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つ
す
も
仏
神
擁
護
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
誠
に
弥
陀
法
王
の
神

変
加
持
力
の
故
に
よ
り
、
御
武
運
長
久
に
し
て
、
百
年
の
今
日
ま
で
御

静
謐
の
御
光
徳
天
下
に
溢
れ
、
士
農
工
商
安
穏
に
住
す
る
事
は
、
今
古

来
往
比
類
あ
る
事
な
し
。
斯
一
宗
に
お
い
て
日
本
無
双
の
尊
像
な
る
由

を
、
あ
ま
ね
く
世
人
に
披
露
す
霊
験
多
き
ゆ
へ

こ
れ
を
略
す

。
殊
に
御
門
徒
た
ら
む
輩

は
、
厚
く
崇
敬
し
て
此
尊
像
の
御
前
に
蹲
き
、
他
力
の
念
仏
怠
ら
ず
、

弥
陀
の
御
恩
徳
、
源
君
の
御
仁
沢
を
報
じ
奉
ら
ば
、
現
當
二
世
の
御
利

益
う
た
が
ひ
な
き
者
也

　
　
　

元
禄
四
年
辛
未
二
月　
　
　

朝
日
山
浄
念
寺

　
　
　
　
　
　

附　

言

前
紙
の
ご
と
く
、
一
宗
に
お
い
て
、
抜
群
無
二
の
本
尊
故
、
此
度
御
門

主
よ
り
諸
国
の
御
末
寺
へ
絶
え
て
御
ゆ
る
し
な
き
尊
き
宮
殿
を
御
免
許

遊
ば
さ
れ
、
彼
霊
像
を
宮
殿
の
う
ち
に
安
置
し
奉
る
べ
き
よ
し
の
難
有

令
旨
を
下
し
給
ひ
□
是
誠
に
仏
力
神
徳
双
照
の
奇
瑞
、
広
大
の
冥
加
宇

宙
に
あ
ま
れ
る
も
の
也
。
よ
り
て
こ
れ
を
贅
し
て
有
縁
の
輩
へ
し
ら
し

め
、
報
恩
結
縁
の
た
よ
り
と
す
る
の
み
。

　
　
　
　
　
　

弘
化
三
年
十
月

四
、
粟
殿
森
藪
香
物
略
縁
記
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尾
州
海
東
郡
萱
津
邑

　
　
　
　

 

粟
殿
森
藪
香
物
略
縁
記

　
　
　

粟あ
は

殿で
の

森も
り

藪や
ぶ
の

香か
う
の

物も
の

略り
や
く

縁ゑ
ん

記ぎ

抑そ
も
ぐ
げ

此こ
の

森も
り

の
由ゆ

来ら
い

を
尋た

づ
ぬ

る
に
、
伊い

さ
な
ぎ

弉
諾
伊い

さ
な
み
の

弉
冊
尊み

こ
と

に
し
て
日
本
男な

ん

女に
よ

の
根こ

ん
じ
ん神

也
。
神か

み

代よ

の
往む

か
し古

民た
み

に
五ご

穀こ
く

を
作つ

く

り
、
初は

し

め
農の

う

業ぎ
や
う

耕こ
う

作さ
く

の
道み

ち

を
教お

し
へ

給
ふ
御お

ん

神か
み

也
。
こ
れ
に
よ
り
て
粟あ

は

は
五
穀
の
惣そ

う

名み
や
う

た
る
故
に
諸し

よ

民に
ん

尊た
つ
と

ん
て　

粟あ
は

殿で
の

森も
り

太た
い

神じ
ん

宮く
う

を
崇あ

が

め
た
て
ま
つ
る
。
し
か
れ
は
民
に

産な
り
わ
い業
の
道み

ち

を
教を

し
へ

玉
ふ
御
神
な
る
ゆ
へ
に
、
皆み

な

尊た
つ
と

ん
で
一い

つ
さ
い切
の
作つ

く

り

初は
つ
ほ穂

を
献け

ん

上じ
や
う

し
奉
る
。
所い

わ
ゆ
る謂

御み

社や
し
ろ

の
傍

か
た
は
ら

に
一
つ
の
瓶か

め

を
置お

き

、
茄な

す子

瓜う
り

大だ
い
こ
ん根

塩し
ほ

等
の
御
初
穂
此
瓶
へ
上あ

げ

奉
る
于と

き
に時　

人に
ん

皇わ
う

十
二
代
景け

い

行こ
う

天て
ん

皇わ
う

の
御ぎ

ょ

宇う

、
皇わ

う

子じ

日や
ま
と本
武た

け
の

尊み
こ
と

東と
う

夷ゐ

御ご

征せ
い

罰ば
つ

に
趣お

も
む

か
せ
玉た

ま

ふ
。
因ち

な
み

に
此こ

の

森も
り

に
御
志し

願ぐ
は
ん

ゆ
へ
参さ

ん

籠ろ
う

ま
し
ぐ
げ
て
神し

ん

前ぜ
ん

の
瓶か

め

の
中う

ち

野や

菜さ
い

等と
う

を
御ご

覧ら
ん

有あ
り

て
難あ

り
が
た
く有
御ご

頂て
う

戴だ
い

あ
り
。
是こ

れ

は
藪や

ふ

の
香か

う

の
物も

の

と
御ご

賞し
や
う

歎た
ん

ま
し
ぐ
げ
て

よ
り
、
初は

じ
め

て
香
の
物
の
名
天
下
に
伝つ

た

ふ
。
是こ

れ

本ほ
ん

朝て
う

最さ
い

初し
ょ

の
香
の
物

也
。
夫そ

れ

迄ま
て

は
世
に
香
の
も
の
と
い
ふ
事
を
知
ら
さ
れ
は
其
風ふ

う

味み

も
し
ら

ず
誠ま

こ
と

に
御
神
の
香
の
物
也
。
尊
む
べ
き
も
の
欤
。
其
後
日
本
武
尊
は

熱あ
つ

田た

皇こ
う

太
神
宮
と
成
た
ま
ふ
。
右
熱
田
皇
太
神
宮
御
利り

運う
ん

有
し
御
吉き

ち

例れ
い

の
香
の
も
の
ゆ
へ
年
㎏
両り

や
う

度と

宛つ
ゝ

藪
の
香
の
物
を
熱
田
皇
太
神
宮
へ
送お

く

り
神し

ん

具ぐ

に
備
へ
奉
る
。
此
粟
殿
森
太
神
宮
は
從も

と
よ
り来

五
穀
成じ

や
う
じ
う就

の
御
神

な
れ
は
諸
人
今け

ふ日
を
お
く
り
明あ

す日
を
楽た

の

し
む
も
此
御
神
の
御
利り

益や
く

也
。

一ひ
と

度た
び

此
森
に
参さ

ん

詣け
い

有
し
人
々
は
諸
人
へ
も
い
ひ
伝つ

た

ふ
べ
し
。
我
も
敬

う
や
ま

ひ
尊
む
へ
き
者
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
張
国
萱か

や

津づ
の

郷さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
東
山
正
法
禅
寺
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五
、 

尾
州
春
日
井
郡
一
色
庄
豊
場
村
万
松
山
常
安
寺 

本
尊
略
縁
記

　
　
　

尾
州
春
日
井
郡
一
色
庄
豊
場
村
万
松
山
常
安
寺
本
尊
略
縁
記

抑
當
寺
本
尊
は
、
昔む
か

し
西さ

い

天て
ん

竺ち
く

優う

闐で
ん

国こ
く

の
大
王
。
如
来
を
信し

ん

心し
ん

敬け
い

奉ふ

の

余あ
ま

り
に
謂

お
も
へ
ら

く
、
仏ふ

つ

滅め
つ

度ど

後ご

五
百
年
の
衆
生
の
た
め
に
如
来
の
尊
像
を

彫て
う

刻こ
く

し
奉

た
て
ま
つ
ら

ま
く
、
那な

律り
つ

目も
く

連れ
ん

等と
う

の
仏
弟で

子し

に
是
を
議ぎ

し
給
ふ
。
時

に
摩ま

利り

山さ
ん

の
赤し

や
く

栴せ
ん

檀だ
ん

は
善せ

ん

根こ
ん

力り
き

の
所し

よ

感か
ん

に
よ
り
て
生し

や
う

す
る
所
の
香か

う

木ぼ
く

に
し
て
、
一ひ

と

度た
ひ

そ
の
香か

に
触ふ

る
ゝ

る
も
の
は
、
億お

つ

劫こ
ふ

生し
や
う

死じ

の
罪さ

い

垢く

を
脱た

つ

す

と
な
り
。
こ
れ
を
求も

と
め

得ゑ

て
毘び

首し
ゅ

羯か
つ

摩ま

天
を
し
て
彫ち

よ
う

刻こ
く

せ
し
め
、
終つ

い

に

如
来
の
尊そ

ん

容よ
う

を
写う

つ

し
奉
れ
り
。
こ
れ
仏ふ

つ

像ざ
う

の
最さ

い

初し
よ

に
し
て
、
生し

や
う

身し
ん

の

如
来
に
異

こ
と
な
る

こ
と
あ
ら
せ
給
は
す
。
西
天
竺
に
留と

ゝ

り
給
ふ
事
千
二
百
余よ

歳さ
い

な
り
。
そ
れ
よ
り
仏
法
を
弘

ひ
ろ
め
ん

た
め
震し

ん

旦だ
ん

国こ
く

に
渡わ

た
ら

せ
給
ひ
て
六
百

年
を
経へ

給
へ
り
。
そ
の
後
吾わ

か

日
本
国
に
東と

う

大だ
い

寺じ

の
奝き

や
う

然ぜ
ん

沙し
や

門も
ん

入
宋そ

う

し

拝は
い

請し
や
う

し
て
帰き

朝ち
よ
う

す
。
是こ

れ

則
す
な
は
ち

一
条
院
の
御
時
永
延
元
年
な
り
。
今
の

京み
や
こ城

、
嵯さ

峨が

の
本
尊
と
和わ

州
法ほ

ふ

隆り
う

寺じ

に
仙せ

ん

人に
ん

の
像さ

う

と
い
へ
る
出し

ゆ
つ

山さ
ん

の

釈し
や
く

尊そ
ん

を
、
肥ひ

後ご
の

国く
に

如
来
寺
に
安あ

ん

置ち

し
在

ま
し
ま
す

本
尊
と
も
に
、
同
木
同
作

の
霊れ

い

像ぞ
う

也
。
し
か
る
に
応
永
年
中
、
大
檀
越
領
主
藤
原
朝
臣
溝
口
富
之

介
、
肥
後
の
国
に
縁ゑ

ん

あ
る
を
以
て
、
彼か

の
如
来
寺
の
尊
像
を
懇こ

ん

請
し
や
う

し
、
そ
の
報ほ

う

恩お
ん

に
と
て
、
永
楽
銭
百
貫
文
如
来
寺
に
奉ほ

う

納な
ふ

し
、
當
寺
の
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本
尊
と
安あ

ん

置ち

し
奉
れ
る
も
の
也
。
か
た
し
け
な
く
も
日
本
に
三
体た

い

の
霊

像
一ひ

と

回た
ひ

帰き

仰き
や
う

拝は
い

礼れ
い

の
輩

と
も
か
ら

、
億
劫
生
死
の
罪つ

み

を
解け

脱だ
つ

せ
す
と
い
ふ
事

な
し
。
於あ

ゝ

戯お
ぼ
ろ
け小

の
縁ゑ

ん

に
あ
ら
す
。
委

く
わ
し
く

は
本
縁ゑ

ん

起ぎ

に
著

い
ち
ゞ
る
し

。

　

毎
年
二
月
十
五
日
大
涅
槃
就
當
寺
国
中
貴
賤
男
女
集
会

　

今
猶
如
昔
、
依
て
預
略
之
、
以
施
之
令
知
之
。

六
、
尾
州
春
日
井
郡
豊
場
村
萬
松
山
常
安
寺
本
尊
略
縁
記

　
　
　

尾
州
春
日
井
郡
豊
場
村

　
　
　
　

萬
松
山
常
安
寺
本
尊
略
縁
記

抑そ
も
そ
も

當
寺
の
本
尊
釈
迦
如
来
は
、
往む

か
し古

西さ
い

天て
ん

竺ぢ
く

優う

闐て
ん

国こ
く

の
大
王
深ふ

か

く
如に

よ

来ら
い

を
恭く

敬げ
う

供く

養よ
う

の
余あ

ま

り
謂お

も
へ

ら
く
、
仏ぶ

つ

滅め
つ

後ご

末ま
つ

世せ

の
衆し

ゆ

生じ
や
う

仏
経
を
き
ゝ

奉
る
と
も
、
い
か
ん
し
て
か
如
来
の
尊そ

ん

容よ
う

を
見
奉
ら
ん
や
。
願ね

が
は

く
は

わ
れ
尊
容
を
彫て

う

刻こ
く

奉
り
、
末
代
濁ぢ

よ
く

悪あ
く

の
衆
生
の
為た

め

に
せ
ん
と
。
是
を

大
弟で

子し

迦か

葉し
や
う

尊
者
に
相
議ぎ

し
、
幸

さ
い
は
い

に
摩ま

利り

山さ
ん

の
名め

い

木ぼ
く

あ
り
。
赤し

や
く

栴せ
ん

檀だ
ん

と
称し

や
う

す
善ぜ

ん

根こ
ん

力り
き

の
所し

よ

感か
ん

に
し
て
、
一ひ

と

た
び
そ
の
香か

を
き
く
も
の

は
、
億お

つ

劫こ
う

生し
や
う

死し

の
つ
み
を
脱の

が

る
ゝ
と
き
く
。
即す

な
は

ち
神
通
第
一
目も

く

連れ
ん

尊そ
ん

者じ
や

を
し
て
こ
れ
を
得ゑ

せ
し
め
、
毘び

首し
ゅ

羯か
つ

摩ま

天
に
命め

い

じ
て
如
来
の
尊そ

ん

容よ
う

三

十
二
相
八
十
種
好
を
彫
刻
し
奉
れ
り
。
こ
れ
仏
身
を
木も

く

像ぞ
う

に
移う

つ

し
奉
る

最さ
い

初し
よ

な
り
。
実ま

こ
と

に
生し

や
う

身し
ん

の
如
来
に
異こ

と

な
ら
ん
や
。
西
天
に
ま
し
ま

し
、
衆
生
を
済さ

い

度ど

し
た
ま
う
こ
と
千
二
百
余
年
、
震し

ん

旦た
ん

に
渡わ

た

ら
せ
た
ま

ひ
て
六
百
余
年
を
経
た
ま
へ
り
。
我
朝　

一
条
院
の
御
宇
永
延
年
中
、
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東
大
寺
奝き

や
う

然ぜ
ん

法ほ
つ

師し

入に
つ

宋そ
う

し
て
拝は

い

請し
や
う

し
奉
り
、
帰き

朝て
う

後ご

肥ひ

後ご
の

国く
に

に
伽が

藍ら
ん

を
建こ

ん

立り
う

し
安あ

ん

置ち

し
奉
る
。
如
来
寺
と
号
す
る
は
是
な
り
。
京み

や
こ

北き
た

嵯さ

峨が

清せ
い

涼り
や
う

寺じ

の
本
尊
、
和わ

州
法ほ

う

隆り
う

寺じ

の
本
尊
、
同
木
同
作
な
り
。
然し

か

る
に

応お
う

永え
い

年
中
當
寺
開か

い

基き

家
藤
原
朝
臣
溝み

ぞ

口く
ち

侯こ
う

、
事こ

と

に
因よ

つ

て
九
州
に
下げ

向こ
う

す
。
其
頃
如
来
寺
大
に
頽た

い

廃は
い

し
て
、
如か

く
の
こ
と
き是

の
霊れ

い

像ぞ
う

随す
い

侍じ

の
僧そ

う

な
し
。

故か
る
が
ゆ
え

に
侯こ

う

永
楽
銭
百
貫
文
を
寄き

附ふ

し
、
此
如
来
を
招て

う

請し
や
う

、
即す

な
は

ち
當

寺
の
本
尊
と
仰あ

ふ
ぎ

奉
る
。
三さ

ん

国ご
く

に
三さ

ん

体た
い

の
尊そ

ん

容よ
う

、
不の

こ
ら
ず残

我わ
が

朝て
う

に
渡わ

た

り
給

ふ
事
、
仏ぶ

つ

法
東
漸
の
仏
勅
あ
に
疑う

た
が

ふ
べ
け
ん
や
。
よ
り
て
一ひ

と

た
び
恭く

敬げ
う

礼ら
い

拝は
い

の
衆
生
、
生し

や
う

老ろ
う

病び
よ
う

死し

の
苦く

を
解げ

脱だ
つ

し
速

す
み
や
か

に
無
上
正
等
菩ぼ

提た
い

を
證
せ
ん
。
現
當
両
益
今
猶
古
の
ご
と
し
。
委く

わ
し

く
は
本ほ

ん

縁ゑ
ん

記ぎ

に
著あ

き
ら
か明

な
り
。

　

毎
年
二
月
十
五
日
国
中
貴
賤
當
寺
に
群
集
し
て
尊
容
を
拝
す
る
こ

と
、
今
猶
如
昔
、
依
て
略
記
、
以
布
世
尓
り
。
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八
、
大
鐘
再
建
勧
募
誌

　
　
　

大お
ほ

鐘が
ね

再さ
い

建こ
ん

勧す
ゝ
め

募
こ
ゝ
ろ
ざ
し
の

誌き

夫そ

レ
大お

ほ

鐘が
ね

ノ
功く

徳ど
く

ハ
広こ

う

大だ
い

無む

辺へ
む

ニ
シ
テ
、
朝あ

さ

ニ
ハ
六
道ど

う

輪り
ん

廻ゑ

ノ
夢ゆ

め

ヲ
破や

ぶ

リ
、
昼ひ

る

ハ
中ち

う

道ど
う

実じ
つ

相さ
う

ノ
理り

ヲ
知し

ら

セ
、
暮く

れ

ニ
ハ
世せ

間け
ん

無む

常じ
や
う

ノ
事こ

と

ヲ
告つ

ク
。
依こ

れ
に
よ
っ
て之

テ
一
日
モ
欠か

ク
可べ

キ
者も

の

ナ
ラ
ン
ヤ
。

干む
か
し茲

元げ
ん

禄ろ
く

八
年
仲は

る春
ノ
日ひ

、
七
世せ

代た
い

志こ
ゝ
ろ
ざ
し願

ノ
方ひ

と

ア
リ
テ
建こ

ん

立り
う

セ
シ

ガ
、
其そ

の

後ゝ
ち

文ぶ
ん

政せ
い

元く
わ
ん

年ね
ん

一
月
一
日
、
十
六
世せ

ノ
時と

き

祝か
な
ん融

ノ
災

わ
ざ
わ
ひ

ニ
罹か

ゝ

リ

ソ
レ
カ
為た

メ
、
鳴な

リ
音お

と

悪あ
し

ク
ナ
リ
シ
モ
自じ

力り
き

ニ
及お

よ

ヒ
難が

た

シ
。
今こ

の

回た
び

有ゑ
ん
あ
る
の縁

衆ひ

と中
並な

ら
び

ニ
十せ

け
ん方

ノ
信し

ん
と男

信
女
等や

か
ら

、
冀

ね
が
わ
く

ハ
多た

し
や
う少

ニ
ヨ
ラ
ス

一こ
ゝ
ろ
ざ
し

隻
手
ヲ
出い

た

シ
テ
浄ご

き

し

ん

財
喜
捨
ヲ
請ね

が
ふ

テ
、
再ふ

た
ゝ

ビ
大お

ほ

鐘が
ね

建こ
ん

立り
う

ノ
上う

へ

仏ぶ
つ

菩ぼ
さ
つ薩

ニ
供ご

く

養や
う

セ
ン
ト
欲ほ

つ

ス
。
因よ

つ

テ
、
各み

な

々ぐ
げ

善ぜ
ん

根こ
ん

山お
ほ
き上
ニ
福ふ

く

寿じ
ゆ

ヲ
増ま

し長
シ
、

功く
ど
く徳

海お
ほ
き中

ニ
無も

ら
さ
ず漏

ノ
大だ

い

円ゑ
ん

通ら
く

ニ
入い

つ

テ
子し

孫そ
ん

永は
ん

世ゑ
い

ナ
ラ
ン
ト
爾い

ふ

云の
み

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛 

知 

県 

知 

多 

郡 

日 

長 

村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福 

田 

寺 

住 

職

　
　

明
治
廿
一
年
九
月　
　
　
　
　
　
　

杉　

野　

良　

宗　

印

　
　

堅
五
尺

　
　

径
弍
尺
弍
寸

ぐ
げ
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一
金
三
十
銭
以
上
御
志
納
被
下
候
御
方
ハ
、
御
望
次
第
法
名
俗
名
大
鐘

ニ
彫
刻
仕
候
事

　
　

但
古
鏡
並
仏
具
古
金
物
等
御
施
入
奉
願
候
也

　
　
　

一
壹
番
鐘

　
　
　

一
貳
番
鐘

　
　
　

一
三
番
鐘

右
之
通
ニ
御
座
候
間
、
御
志
ノ
多
少
ニ
ヨ
ラ
ス
奉
願
上
候
也

一
當
寺
本
年
十
一
月
十
五
日
ヨ
リ
冬
江
湖
会
並
授
戒
致
執
行
度
候
付
、

右
大
鐘
供
養
ハ
十
一
月
十
日
ニ
致
執
行
候
間
、
右
日
限
ニ
御
参
詣
可

被
下
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
多
郡
日
長
村

　
　

明
治
廿
一
年
九
月　
　
　
　
　

福　
　
　

田　
　
　

寺　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　

信
徒
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細　

 

川　
　

金　

 

六　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　

信
徒
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

川　

徳　

之　

助　

印

九
、
曹
洞
宗
萬
松
山
常
安
寺
境
内
之
図

　
　
　

略
縁
起

當
寺
創
立
ノ
地
ハ
、
村
ノ
東
北
隅
一
ノ
高
地
ニ
ア
リ
観
音
山
ト
云
フ
。

今
誤
テ
岡
ノ
山
ト
呼
フ
。
高
数
十
間
周
囲
壱
里
ニ
余
レ
リ
嶺
平
ニ
シ

テ
、
咸
ク
耕
地
ト
ナ
ル
。
往
古
弘
仁
三
年
、
僧
空
海
七
堂
伽
藍
ヲ
建
立

シ
真
言
開
宗
ノ
道
場
タ
リ
。
保
元
平
治
ノ
際
、
兵
焚
ニ
罹
リ
荒
廃
地
ヲ

建
ツ
モ
、
其
南
ニ
塔
ノ
前
堂
ノ
構
、
其
西
ニ
養
梅
軒
、
北
ノ
坊
奥
ノ
坊

等
ノ
古
跡
ヲ
存
セ
リ
。
後
永
享
年
中
村
ノ
領
主
溝
口
富
之
助
氏
荒
廃
ノ

寺
跡
ノ
存
ス
ル
ヲ
追
慕
シ
、
城
門
木
戸
ノ
西
隅
ニ
移
シ
再
興
シ
改
宗
シ

テ
、
熱
田
円
通
寺
ノ
二
世
明
谷
義
光
禅
師
ヲ
請
シ
テ
開
山
ト
ス
。
後
チ

十
二
年
嘉
吉
元
年
九
月
九
日
溝
口
氏
卒
ス
。
法
名
常
安
寺
殿
桀
山
良
英

大
居
士
、
後
チ
七
年
文
安
五
年
六
月
五
日
、
仝
氏
室
没
ス
。
即
チ
萬
松

院
殿
鉄
巌
妙
心
大
姉
、
此
ニ
霊
溝
口
蔵
田
公
ノ
父
母
ナ
リ
。
後
三
十
三

年
文
明
十
四
年
十
月
十
二
日
開
山
明
谷
義
光
和
尚
示
寂
ス
。
後
チ
四
十

三
年
、
大
永
元
年
二
月
十
五
日
溝
口
蔵
田
肥
後
国
に
往
キ
ケ
ル
帰
ル
サ

ニ
、
河
尻
ヲ
過
キ
惟
ヘ
ラ
ク
此
地
ニ
三
国
伝
来
ノ
霊
像
釈
尊
ノ
座
マ
ス
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ト
聞
ク
。
尋
ネ
詣
テ
拝
ス
ル
ニ
堂
破
レ
朽
ナ
ン
ト
ス
。
悲
思
帰
順
シ
テ

住
持
大
尭
義
天
禅
師
ニ
謀
リ
、
再
ヒ
河
尻
ニ
往
キ
土
地
ノ
同
行
ニ
議
シ

永
楽
銭
百
貫
文
ヲ
寄
附
シ
、
請
シ
テ
本
尊
ト
ス
。
脇
士
迦
葉
阿
難
共
ニ

赤
栴
檀
ノ
瑞
像
昆
首
謁
摩
天
ノ
作
ナ
リ
。
古
今
陰
暦
二
月
十
五
日
涅
槃

ノ
忌
遠
近
ノ
信
者
詣
ス
ル
者
山
ヲ
ナ
ス
。
委
ク
ハ
寺
伝
ノ
本
縁
起
ニ
詳

ナ
レ
バ
爰
ニ
略
ス
。

　
　

明
治
三
十
一
年
八
月
誌
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十
、
仏
法
双
六
（
仮
題
）

十
一
、
医
王
山
成
福
寺
薬
師
如
来
縁
起

　
　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
下
飯
田
町

　
　
　

医
王
山
成
福
寺
薬
師
如
来
縁
起

當
寺
境
内
別
堂
本
尊
薬
師
如
来
尊
像
御
身
丈
三
尺
八
寸
立
像
理
趣
仙
人

一
刀
三
礼
の
作
也

抑そ
も
そ

も
忝

か
た
じ
け

な
く
も
御お

ん

由ゆ

来ら
い

を
案あ

ん

ず
る
に
、
人
皇
四
十
三
代
文も

ん

武ぶ

天て
ん

皇の
を

大だ
い

宝ほ
う

元ぐ
わ
ん

年ね
ん

辛
丑
勅ち

よ
く

命め
い

に
依よ

つ

て
、
理り

趣し
ゆ

仙せ
ん

人に
ん

参さ
ん

州し
ゆ

鳳ほ
を

来ら
い

寺じ

の
本ほ

ん

尊ぞ
ん

薬や
く

師し

如に
よ

来ら
い

を
彫ち

よ

刻こ
く

し
奉

た
て
ま
つ

り
し
、
因ち

な

み
の
同ど

を

木ぼ
く

同ど
を

作さ
く

と
伝つ

た

へ
ら
る
。
何な

ん

年ね
ん

の

頃こ
ろ

よ
り
當と

を

寺じ

の
本ほ

ん

尊ぞ
ん

に
勧く

わ
ん

請し
よ

せ
し
や
は
不ふ

詳し
よ

な
れ
ど
も
、
医い

王を
ゝ

山ざ
ん

と

称し
や
う

す
る
も
故ゆ

へ

あ
る
な
り
。
然し

か

る
に
旧き

う

藩は
ん

の
時と

き

、
南な

ん

西さ
い

の
新し

ん

道ど
う

を
駆か

る

士さ
む
ら
ひ侍

往を
ゝ

々を
ー

に
落ら

く

馬ば

し
、
或あ

る
ひ

は
怪く

わ
い

事じ

多を
ゝ

か
り
し
と
藩は

ん

主し
ゆ

怪あ
や
し

み
命め

い

じ
て

卜ぼ
く

せ
し
む
。
欽つ

ゝ
し

み
答こ

た
へ

て
曰い

は

く
、
北ほ

つ

方ぽ
う

に
霊れ

い

仏ぶ
つ

あ
り
不ふ

知ち

と
雖い

へ

ど
も
崇そ

う

礼れ
い

せ
ざ
り
し
故ゆ

へ

な
ら
ん
と
。
然し

か

し
て
よ
り
十じ

つ

方ぽ
う

有う

縁え
ん

の
信し

ん

者じ
や

と
共と

も

に
堂ど

う

于う

を
境け

い

内だ
い

の
西せ

い

南な
ん

東と
う

向こ
う

に
新し

ん

築ち
く

し
薬や

く

師し

如に
よ
う

来ら
い

を
移う

つ

し
奉

た
て
ま
つ

つ
り
、
本ほ

ん

堂ど
う

に
は
別べ

つ

に
釈し

や

迦か

如に
よ

来ら
い

を
請し

よ

し
て
本ほ

ん

尊ぞ
ん

と
な
せ
し
か
ば
、
後の

ち
向こ

う

上
し
や
う

の
怪く

わ
い

事じ

な
か
り
し
と
ぞ
。
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茲こ
こ

に
不ふ

幸こ
う

な
る
は
、
明め

い

治じ

二
十
四
年ね

ん

濃の
う

尾び

の
大だ

い

震し
ん

災さ
い

に
堂ど

う

宇う

壊く
わ
い

倒と
う

の

厄や
く

を
免ま

ぬ

か
れ
ず
。
然し

か

る
に
不ふ

思し

議ぎ

な
る
は
本ほ

ん

尊ぞ
ん

薬や
く

師し

如に
よ

来ら
い

を
始は

じ

め
十
二

神じ
ん

将し
や
う

の
御を

ん

像ぞ
う

些そ

の
損そ

ん

所し
よ

な
し
。
之こ

れ

偏ひ
と

へ
に
霊れ

い

仏ぶ
つ

の
応を

う

現げ
ん

奇き

瑞ず
い

を
末ま

つ

世せ

の
我わ

れ

等ら

に
示し

め

し
給た

ま

ふ
の
然し

か

ら
し
む
る
處と

こ
ろ

な
り
と
。
今い

ま

尚な
ほ

見け
ん

聞も
ん

の
男な

ん

女に
ょ

随づ
い

喜き

伝で
ん

称し
ょ

す
。
爾じ

後ご

改か
い

築ち
く

の
機き

至い
た

ら
ず
、
霊れ

い

感か
ん

を
損そ

ん

す
る
の
念ね

ん

恐を
そ

れ
悲か

な

し
む
歳と

し

久ひ
さ

し
か
り
し
も
、
今い

ま

や
有う

縁ゑ
ん

檀だ
ん

信し
ん

の
願ぐ

わ
ん

力り
き

に
依よ

つ

て
茲こ

こ

に
改か

い

築ち
く

成じ
や
う

就し
よ
う

し
て
入に

う

仏ぶ
つ

供く

養よ
う

を
厳ご

ん

修し
ゆ

す
。

夫そ

れ
我わ

れ

等ら

清き
よ

き
鷲じ

ゆ

嶺れ
い

の
秋あ

き

の
月つ

き

は
遠と

ほ

く
三さ

ん

千ぜ
ん

年ね
ん

の
雲く

も

に
隠か

く

れ
馨か

ん

ば
し

き
、
龍り

ゅ
う

華げ

の
春は

る

の
風か

ぜ

は
遥は

る

か
に
五
十
六
億お

く

万ま
ん

の
歳と

し

を
隔へ

だ

つ
る
。
澆ぎ

や
う

季き

の
運う

ん

に
生せ

い

を
受う

け
身み

は
二に

仏ぶ
つ

の
中ち

う

間か
ん

に
有あ

り

と
雖い

へ

ど
も
、
忝

か
た
じ
け

な
く
も
薬や

く

師し

如に
ょ

来ら
い

の
慈じ

光こ
う

を
蒙こ

う
む

り
生し

よ
う

死じ

長ち
よ

夜や

の
苦く

を
逸ま

ぬ

か
れ
福ふ

く

慧え

を
増ぞ

う

長ち
ょ

し
無む

病び
よ

息そ
く

災さ
い

子し

孫そ
ん

長ち
よ
う

久き
う

の
快く

わ
い

楽ら
く

を
得う

る
は
、
是こ

れ
偏ひ

と

へ
に
瑠る

璃り

光こ
う

如に
よ

来ら
い

の

恩を
ん

光こ
う

に
非あ

ら

ず
や
。
冀

こ
い
ね
が
は

く
は
有う

縁え
ん

の
信し

ん

者じ
や

常つ
ね

に
祈き

願ぐ
わ
ん

せ
ば
、
悉

こ
と
ご
と

く

水す
い

月げ
つ

の
冥め

い

感か
ん

を
蒙こ

う
む

り
、
現げ

ん

當と
う

二に

世せ

の
利り

益や
く

を
得え

て
諸し

よ

願ぐ
わ
ん

成じ
や
う

就じ
ゅ
う

す
る

こ
と
は
鏡か

ゞ
み

に
影か

げ

の
映う

つ

る
が
如ご

と

く
な
ら
ん
。
茲こ

こ

に
諸し

よ

人に
ん

結げ
つ

縁え
ん

の
た
め
毎ま

い

歳さ
い

十
月
十
二
日
特と

く

に
大だ

い

祭さ
い

法は
う

会え

を
厳ご

ん

修し
ゆ

す
。
伏ふ

し

し
て
仰あ

ふ

ぎ
願ね

が
は

く
は
薬や

く

師し

如に
よ

来ら
い

慈じ

愍み
ん

を
垂た

れ
、
有う

縁え
ん

の
衆し

や
う

生じ
よ
う

を
守し

ゆ

護ご

し
玉た

ま

へ
。

　

薬や
く

師し

本ほ
ん

願ぐ
わ
ん

功く

徳ど
く

経
き
や
う
に

曰ゆ
わ
く

。

薬や
く

師し

如に
よ

来ら
い

本も
と
は

菩ぼ

薩さ
つ

道ど
う

を
行き

や
う

ず
る
時と

き

十
二
の
大だ

い

願ぐ
わ
ん

を
発を

こ

し
て
諸も

ろ
　

の
有う

情じ
や
う

を
し
て
求も

と
む

る
所と

こ
ろ

皆み
な

得え

せ
し
む
と
。
云う

ん

云ぐ
げ

又ま
た

曰ゆ
は

く
。
薬や

く

師し

如に
よ

来ら
い

に

十
二
薬や

叉し
や

大だ
い

将し
よ

あ
り
。
倶と

も

に
各お

の
　

七
千
の
眷け

ん

属ぞ
く

あ
り
同ど

う

時じ

に
声こ

え

を
挙あ

げ

て

仏ほ
と
け

に
白も

う
し

て
言も

う

さ
く
世せ

尊そ
ん

我わ
れ

等ら

今い
ま

は
仏ほ

と
け

の
威い

力り
き

を
蒙

こ
う
む
り

て
世せ

尊そ
ん

薬や
く

師し

如に
よ

来ら
い

の
名め

う

号ご

を
聞き

く

こ
と
を
得え

た
り
。
復ま

た

更さ
ら

に
悪あ

く

趣し
ゆ

の
怖お

そ
れ

あ
ら
ず
、
我わ

れ

等ら

相あ
ひ

率ひ
き
い

て
皆み

な

同お
な

じ
く
一
心し

ん

に
乃な

い

至し

盡じ
ん

形ぎ
や
う

仏ぶ
つ

法は
う

僧そ
う

に
帰き

依え

し
誓ち

か
つ

て
一

切さ
い

の
有う

情し
や
う

を
荷か

負ふ

し
て
為た

め

に
義ぎ

利り

を
な
し
饒に

よ

益や
く

し
安あ

ん

楽ら
く

に
す
べ
し

と
。
云う

ん

云ぐ
げ

又ま
た

曰ゆ
は

く
。
諸も

ろ
　

の
有う

情し
や
う

衆し
ゆ

病び
よ

に
逼ひ

つ

迫ぱ
く

せ
ら
れ
貧び

ん

窮ぐ
う

多た

苦く

、
我わ

が

名め
う

号ご
う

を
聞き

く

者も
の

は
衆し

ゆ

病び
や
う

悉し
つ

除じ
よ

女に
よ

人に
ん

泰た
い

産さ
ん

と
云う

ん

云ぐ
げ

至し

祷と
う

々
々
。

　
　

南な

無む

薬や
く

師し

衆し
ゆ

病び
や
う

悉し
つ

除じ
よ

の
願ぐ

わ
ん

な
れ
ば

　
　
　
　
　

唱と
の

ふ
る
人ひ

と

ぞ
無む

病び
や
う

息そ
く

災さ
い

　

維
時
大
正
十
五
年
十
月
薬
師
堂
改
築
竣
工
紀
念

　

仝
月
十
二
日
よ
り
十
四
日
迄
入
仏
開
帳
供
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成 

福 

寺 

二 

十 

四 

世

 

中　

野　

擔　

道　
　

謹　

誌

ぐ
げ

ぐ
げ

ぐ
げ

ぐ
げ
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十
二
、
尾
張
瀬
戸
霊
刹
大
龍
山
雲
興
寺
之
全
景
図

十
三
、
知
多
四
国
八
十
八
カ
所
巡
礼
図
（
仮
題
）
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十
四
、
大
布
薩
宣
伝

　
　
　
　

 

大だ
い 

布ふ 

薩さ
つ 

宣せ
ん 

伝で
ん

罪つ
み

有あ
り

リ
ト
知し

ラ
バ
、
将ま

さ

ニ
懺さ

ん

悔げ

ス
ベ
シ
、
懺さ

ん

悔げ

セ
ザ
レ
バ
罪つ

み

益ま
す

々
深ふ

か

シ

ト
、
仏ほ

と
け

ノ
訓く

ん

誡か
い

シ
玉た

も

フ
所と

こ
ろ

ナ
リ
。
吾わ

れ

等ら

オ
互た

が
い

ハ
、
不ふ

ち知
ノ
間あ

い
だ

ニ
、

無む

限け
ん

ノ
罪つ

み

ヲ
造つ

く

リ
テ
、
苦く

ヨ
リ
苦く

ニ
入い

リ
テ
決け

つ

シ
テ
他ほ

か

ヨ
リ
、
罪つ

み

ヲ
持も

チ
来く

ル
ニ
非あ

ラ
ズ
。
疑ぎ

心し
ん

即
す
な
わ
ち

之こ
れ

罪つ
み

ト
、
此こ

ノ
罪
ヲ
例た

と

ヒ
一い

ち

日じ
つ

タ
リ
ト

モ
、
抜ぬ

キ
去さ

リ
テ
、
暮く

ら

ス
ノ
ガ
人じ

ん

生せ
い

ニ
活い

キ
ガ
イ
有あ

ル
生せ

い

活か
つ

デ
ア
ル
。

今こ
ん

回か
い

拙せ
つ

院い
ん

ニ
於お

い

テ
来き

た

ル
十
月
十
一
日
（
旧
九
月
節
句
）
ニ
勤つ

と

ム
ル

大だ
い

布ふ

薩さ
つ

ノ
法ほ

つ

式し
き

ハ
、
等ら

苦く

ヨ
リ
暗く

ら

キ
ニ
入い

リ
テ
留と

ど

マ
ラ
ザ
ル
、
心し

ん

馬め　

ヲ
シ
テ
快か

い

楽ら
く

ナ
ラ
シ
メ
、
不ふ

ち知
ノ
罪つ

み

ヲ
消し

よ
う

滅め
つ

シ
、
心し

ん

身し
ん

清し
よ
う

浄じ
よ
う

ノ
日ひ

送お
く
り

ヲ
シ
テ
、
自じ

己こ

ノ
希き

望ぼ
う

ト
願が

り

力り
き

ト
ヲ
充じ

ゆ
う

実じ
つ

ナ
ラ
シ
メ
、
以も

つ

テ
実じ

つ

社し
や

会か
い

ニ
有ゆ

う

効こ
う

化か

セ
シ
ム
ル
ノ
法ほ

う

要よ
う

デ
ア
ル
。

乞こ
ふ

フ
十じ

つ

方ぽ
う

ノ
諸し

よ

賢け
ん

者じ
や

、
一い

ち

日じ
つ

ノ
懺さ

ん

悔げ

ガ
、
永え

い

久き
ゆ
う

自じ

己こ

ノ
生せ

い

命め
い

ヲ
シ
テ
清し

よ
う

浄じ
よ
う

ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
、
元げ

ん

素そ

タ
ル
コ
ト
ヲ
、
了り

よ
う

知ち

セ
ラ
レ
テ
、
此こ

ノ
一い

ち

会え

ノ
法ほ

う

雨う

ニ
浴よ

く

セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希き

望ぼ
う

ス
ル
ト
共と

も

ニ
切せ

つ

ニ
御す

勧ゝ
メ
ス
ル
次し

第だ
い

デ
ス
。

法ほ
う

要よ
う

當と
う

日じ
つ

ニ
ハ
、
玉た

ま

の
湯ゆ

、
寿

こ
と
ぶ
き

湯ゆ

ノ
二
ヶ
所し

よ

ニ
香こ

う

湯と
う

ガ
沸わ

か

シ
テ
有あ

リ

マ
ス
、
御
参ま

い
り詣
ノ
御お

方か
た

へ
、
香こ

う

湯と
う

券け
ん

ヲ
差さ

シ
上あ

ゲ
マ
ス
カ
ラ
随ず

い

意い

御ご

入に
ゆ
う

湯と
う

下く
だ

サ
イ
マ
セ

ぐ
げ

く
る
い
ご
こ
ろ
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昭
和
四
年
仲
秋
之
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

献　

玉　

山　

宝　

積　

院

　
　

十
方
諸
賢
者

十
五
、
天
医
山
東
高
寺
薬
師
如
来
之
御
縁
起

一
三  

軒  

半  

ノ

別  

堂  

建  

立

寛
永
十
七
年
八
月
八
日
開
帳　

霜
月
八
日
閉
帳

一
古
本
堂
五
間
半

建
立
天
明
年
間
天
保
十
四
年
九
月
八
日
開
帳　

閏
八
月
十
三
日
閉
帳

一
六  
間  

半  

ノ

本  
堂  
改  

築

大
正
三
年
五
月
四
日
開
帳　

同
月
十
日
閉
帳

一
大
正
十
五
年
四
月
二
日
開
帳　

同
月
八
日
閉
帳

　
（
本
尊
安
置
シ
テ
ヨ
リ
昭
和
七
年
至
三
百
五
十
三
年
也
）

本
尊
志
賀
薬
師

如
来
御
縁
起 

開 

帳 

紀 

念

　
　
　

伸　

一　

絶　
　
　
　

偈　

云

威 

徳 

巍 

々 

薬  

王 

地　
　

東 

高 

堂 

閣 

聳
㍼ 

雲 

暄
㍽

浄 

瑠 

璃 

界 

在
㍼ 

今 

此
㍽　 

風 

雨 

調 

順 

冠
㍼ 

聖 

尭
㍽

　
寛
永
十
七
庚
辰
年
霜
月
吉
祥
日　

東
高
寺
三
世
祝
公
牛
泉
代

　
　
　
　
　
　
　
古
井
村　
　

光
昌
院
現
住
幽
谷
和
南　

誌
之
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愛あ
い

知ち

県け
ん

名な

古ご

屋や

市し

西に
し

区く

西に
し

志し

賀が

町て
う

　
　
　
　
　

天て
ん

医い

山ざ
ん

東と
う

高こ
う

寺じ

薬や
く

師し

如に
よ

来ら
い

之
御ご

縁ゑ
ん

起ぎ

當と
う

寺じ

境け
い

内た
い

別べ
つ

堂ど
う

本ほ
ん

尊ぞ
ん

薬や
く

師し

瑠る

璃り

光こ
う

如に
よ

来ら
い

の
尊そ

ん

像ぞ
う

は
御お

ん

身み
の

丈た
け

一
尺
二
寸
座ざ

像ぞ
う

。
聖し

よ
う

徳と
く

太た
い

子し

一い
ち

刀と
う

三さ
ん

礼れ
い

之の

御お
ん

作さ
く

也な
り

。

抑そ
も
ぐ
げ

忝
か
た
し
け
な
く

も
御お

ん

由ゆ

来ら
い

を
尋た

ず
ね

奉
た
て
ま
つ

る
に
、　　
　

人に
ん

皇こ
う

三さ
ん

十じ
う

二に

代だ
い

用よ
う

明め
い

天て
ん

皇の
う

の
御ぎ

よ

宇う

、
丁ひ

の
と

未ひ
つ
じ

の
年と

し

天て
ん

下か

大だ
い

飢き

饉き
ん

疫ゑ
き

病び
よ
う

は
や
り
人に

ん

畜ち
く

鳥ち
よ
う

類る
い

に

い
た
る
ま
で
過か

半は
ん

死し

に
及お

よ

ぶ
故か

る
か

ゆ
ゑ
に
、　　
　

聖し
よ
う

徳と
く

太た
い

子し

世よ

を
憐

あ
わ
れ

み
、
此こ

の
尊そ

ん

像ぞ
う

を
彫ち

よ
う

刻こ
く

し
江ご

う

州し
う

志し

賀が

の
里さ

と

に
一い

ち

宇う

を
造ぞ

う

立り
う

し
て
御ご

安あ
ん

置ち

あ
そ
ば
さ
れ
、
一ひ

と

度た
び

拝は
い

す
る
輩

と
も
か
ら

は
現げ

ん

當と
う

二に

世せ

之の

利り

益や
く

を
蒙こ

う
む

り
、

諸し
よ

願が
ん

満ま
ん

足ぞ
く

す
る
事こ

と

は
鏡か

ゞ
み

に
影か

げ

の
う
つ
る
が
如ご

と

し
。
去さ

る
大だ

い

同ど
う

年ね
ん

中ち
う

の

頃こ

ろ
、
叡ゑ

い

山ざ
ん

に
一ひ

と

人り

の
児ち

子ご

あ
り
、
過か

去こ

の
悪あ

く

業ご
う

報む
く

い
来き

た

る
に
や
癩ら

い

病び
よ
う

を
悩わ

ず
ら

い
百ひ

や
く

薬や
く

手て

を
尽つ

く

せ
ど
も
更さ

ら

に
験し

る
し

な
し
、
日に

ち

々ぐ
げ

肌は
だ

う
る
み
手て

足あ
し

腐く
さ

り
け
れ
ば
、
児こ

ど
も子

心こ
ゝ
ろ

に
思を

も

ゑ
ら
く
悪あ

く

病び
よ
う

は
皆み

な

是こ
れ

宿し
ゆ
く

世せ

の
業ご

う

な

れ
ば
医い

薬や
く

は
効し

る
し

な
き
こ
と
道ど

う

理り

な
り
。
然し

か
ら

ば
仏ほ

と
け

の
力ち

か
ら

を
頼た

の

ま
ん
に

は
然し

か
ら

ん
と
。
即す

な
は

ち
此こ

の

薬や
く

師し

如に
よ

来ら
い

に
打う

ち

向む
か

い
幼お

さ
な少
心こ

ゝ
ろ

の
一ひ

と

筋す
じ

に
祈い

の
り

け

れ
ば
既す

で

に
壱い

ち

百ひ
や
く

日に
ち

に
満み

ち

れ
ど
も
験し

る
し

な
け
れ
ば
余あ

ま
り

悲
か
な
し
さ

に　
　
　

南な

無む

薬や
く

師し

衆し

病び
よ

悉し

除し
よ

の
願が

ん

を
立た

て

　
　
　
　

身み

よ
り
仏ほ

と
け

の
名な

こ
そ
を
し
け
む

と
侍は

べ
り

り
け
れ
ば
、
本ほ

ん

尊ぞ
ん

御お

厨ず

子し

の
内う

ち

よ
り
微み

み
よ
う妙

の
音こ

ゑ聲
に
て

　
　
　
　

む
ら
雨さ

め

は
た
ゞ
一ひ

と

通と
を

り
跡あ

と

も
な
し

　
　
　
　
　
　
　

己お
の

が
身み

の
か
さ
そ
こ
に
ぬ
き
お
け

と
詠ゑ

い

じ
玉た

も

ふ
。
童ち

児ご

奇き

意い

の
思お

も
ひ

を
な
し
心し

ん

信じ
ん

肝き
も

に
銘め

い

じ
我わ

が

身み

を
顧か

へ
り

み

れ
ば
、
其そ

の

病や
ま
い

は
一い

ち

時ぢ

に
痊な

を

り
喜よ

こ
ろ
び悦

の
涙な

み

た
を
流な

が

し
、
彌い

よ

々ぐ
げ

信し
ん

心じ
ん

厚あ
つ

く

此か
く

の
如ご

と

く
霊れ

い

験げ
ん

日ひ
に

々ぐ
げ

に
新あ

ら
た

に
し
て
貴き

賤せ
ん

貧ひ
ん

富ぷ

の
隔へ

だ

て
な
く
専も

つ
ぱ

ら
渇か

つ

仰ご
う

し
奉

た
て
ま
つ

り
。
九く

百ひ
や
く

八は
ち

十じ
う

余よ

年ね
ん

の
間あ

い
だ

江こ
う

州し
う

志し

賀
の
里さ

と

に
在ま

し

ま
せ
し

が
、　　
　

人に
ん

皇こ
う

百ひ
や
く

七ひ
ち

代だ
い

正
親
町
天
皇
の
御き

よ

宇う

、
元が

ん

亀き

二に

辛か
の
と

未ひ
つ
じ

の
年と

し

織を

田だ

信の
ぶ

長な
が

公こ
う

叡ゑ
い

山ざ
ん

を
焼や

き

払は
ら

い
玉た

も

ふ
時と

き

、
御ご

本ほ
ん

尊ぞ
ん

の
霊れ

夢む

に
依よ

り

て
東と

う

高こ
う

坊ぼ
う

此こ
の

尊そ
ん

像ぞ
う

を
負お

ひ
奉

た
て
ま
つ

り
。
生う

ま
れ

国く
に

奥を
う

州し
う

田た

村む
ら

郡ご
う
り

三
春は

る

の
里さ

と

へ
御お

ん

供と
も

仕
つ
か
ま
つ

り
。
無む

仏ぶ
つ

世せ

界か
い

の
万ひ

と
び
と民
に
如に

よ

来ら
い

の
御ご

利り

益や
く

を
蒙

こ
う
む
ら

し
め
ん
と
欲ほ

つ
し

て
此こ

の

地ち

迄ま
で

来き
た

り
、
行ゆ

き

暮く
れ

を
當と

う

郷む
ら

の
医い

師し

平
手て

桃と
う

庵あ
ん

老ろ
う

方か
た

に
止と

ゞ
ま
り宿
計は

か

ら
ず
病

や
ま
い

の
床と

こ

に
臥ふ

し
種い

ろ

々ぐ
げ

良り
よ
う

薬や
く

を
用も

ち
い

れ
ど
も
更さ

ら

に
効し

る
し

な
し
。
故ゆ

ゑ

に
東と

う

高こ
う

坊ぼ
う

も
生し

よ
う

死じ

の
一い

ち

大だ
い

事じ

を
明あ

き

ら
め
、
斯か

く

の
如ご

と

く
如に

よ

来ら
い

の
因い

ん

縁ね
ん

並な
ら
び

無な

き
跡あ

と

の

事こ
と

ま
で
念ね

ん

ご
ろ
に
頼た

の

み
置お

き
、
元が

ん

亀き

二に

年ね
ん

未ひ
つ
じ

十
月
五
日
申さ

る

の
刻こ

く

此こ
の

尊そ
ん

像ぞ
う

に
向む

か

い
合て

を
あ
わ掌

し
て
称し

よ
う

名み
よ
う

諸も
ろ

共と
も

に
世と

し寿
五ご

う

十じ
う

三さ
ん

歳さ
い

に
て
臨り

ん

終じ
う

正し
よ
う

念ね
ん

往を
う

生し
よ
う

の
素そ

懐か
い

を
遂と

げ

ら
れ
、
則す

な
わ

ち
法ほ

う

名み
よ
う

は
霊れ

い

雲う
ん

東と
う

高こ
う

沙し
や

弥み

と
号ご

う

し
、
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平ひ
ら

手て

桃と
う

庵あ
ん

老ろ
う

も
念ね

ん

頃ご
ろ

に
追つ

い

善ぜ
ん

を
営い

と
な
み辨

会あ
う

者も
の

は
又ま

た

當ま
さ

に
滅め

す
べ
し
。
会お

う

て

而し
か

も
離は

な
れ

ざ
る
こ
と
終つ

い

に
得う

べ
か
ら
ず
と
。
仏ほ

と
け

の
金き

ん

言げ
ん

人に
ん

間げ
ん

一い
ち

生し
よ
う

は

夢ゆ
め

の
如ご

と

く
幻ま

ぼ
ろ

し
と
無む

常じ
よ
う

を
観か

ん

じ
医い

療り
よ
う

を
専

も
つ
ぱ
ら

と
せ
し
が
、
此こ

の
志し

賀が

郷む
ら

に
留と

ま

り
玉た

ま

ふ
こ
と
は
宿し

く

世せ

の
御ご

因い
ん

縁ね
ん

と
や
。
薬や

く

師し

如に
よ

来ら
い

の
御ご

利り

益や
く

に
て
彼か

の
療り

よ
う

治じ

も
格か

く

別べ
つ

に
い
た
し
信し

ん

心じ
ん

す
る
輩

と
も
が
ら

は
立た

ち

所ど
こ
ろ

に
諸も

ろ
　　

病や
ま
い

平な
を
り癒

せ
し
こ
と
揚あ

げ

て
数か

ぞ

ゑ
難が

た

し
。
中な

を

就ぐ
げ

昔む
か
し

よ
り
乳に

う

米べ
い

と
名な

ず
け

て
本ほ

ん

尊ぞ
ん

に
奉

た
て
ま
つ

る
仏ぶ

餉し
よ
う

米ま
い

の
内う

ち

を
少す

こ

し
借か

り

て
粥か

い

に
焚た

き

食し
よ
く

す
れ
ば
乳ち

ゝ

出い
づ

る
こ

と
神し

ん

妙み
よ
う

な
り
。　
　
　

故ゆ
へ

に
信し

ん

心じ
ん

帰き

依ゑ

の
輩

と
も
か
ら

、
志

こ
ゝ
ろ
ざ
し

を
一い

つ

に
し
て

小こ

堂ど
う

一い
ち

宇う

（
最
初
別
堂
の
事
）
を
建こ

ん

立り
う

し
て
此こ

の
尊そ

ん

像ぞ
う

を
安あ

ん

置ち

し

奉
た
て
ま
つ

り
諸し

よ

人に
ん

呼よ
ん

で
志し

賀
薬や

く

師し

と
申も

う

し
奉

た
て
ま
つ

る
な
り
。　
　
　

則す
な
は

ち
平ひ

ら

手て

桃と
う

庵あ
ん

老ろ
う

倅せ
が
れ

に
向む

か

い
、
某

そ
れ
が
し

は
故こ

と

有あ
り

て
古ふ

る

井い

村む
ら

福ふ
く

昌し
よ
う

院い
ん

の
弟で

子し

と
な
り
剃て

い

髪は
つ

し
て
薫く

ん

庵あ
ん

芳ほ
う

公こ
う

首し
う

座そ

と
号ご

う

し
寺て

ら

を
天て

ん

医い

山ざ
ん

東と
う

高こ
う

寺じ

と
称し

よ
う

す
。
漸よ

う
や

く

當こ
の

郷む
ら

に
御お

安ま
つ
り置
あ
り
し
よ
り
今い

ま

寛か
ん

永ゑ
い

十じ
う

七ひ
ち

庚か
の
へ

辰た
つ

年と
し

迄ま
で

七ひ
ち

十じ
う

年ね
ん

の
星せ

い

霜そ
う

を
経ふ

る
と
云い

う
と

雖い
へ
ど

も
霊れ

い

験げ
ん

益ま
す

々ぐ
げ

新あ
ら
た

成な
る

に
付つ

き

、
今こ

ん

般ご

又ま
た

壱い
ち

宇う

を
改か

い

築ち
く

し

て
無む

縁ゑ
ん

之の

輩
と
も
が
ら

ゑ
結け

ち

縁ゑ
ん

の
為た

め

當い
ま

八
月
八
日
よ
り
同

お
な
じ
く

十
一
月
十
八
日
迄ま

で

壱
百
日
の
間あ

ひ
だ

開か
い

帳ち
よ
う

せ
し
む
る
な
り
。　
　
　

忝
か
た
じ
け
な
く

も
聖し

よ
う

徳と
く

太た
い

子し

御お

彫ち
よ
う

刻こ
く

あ
ら
せ
ら
れ
し
よ
り
當い

ま

辰た
つ

年と
し

迄ま
で

一
千
九
十
余よ

年ね
ん

に
及お

よ

ぶ
。
正

し
よ
う

身し
ん

の
薬や

く

師し

如に
よ

来ら
い

を
目も

く

下か

に
拝お

が
ま

し
奉

た
て
ま
つ

り
現げ

ん

當と
う

二に

世せ

之の

御ご

利り

益や
く

を
蒙こ

う
む

る

こ
と
は
、
偏ひ

と
え

に
東と

う

高こ
う

坊ぼ
う

此こ

の
地ち

迄ま
で

御お

供と
も

致い
た

さ
れ
し
は
誠ま

こ
と

に
根こ

ん

熟じ
く

因い
ん

縁ね
ん

の
然し

か

し
む
る
所と

こ
ろ

な
り
。　
　
　

夫そ
れ

我わ
れ

等ら

清き
よ

き
鷲じ

う

嶺れ
い

の
秋あ

き

月つ
き

遠と
ほ

く
二に

千せ
ん

類る
い

百ひ
や
く

の
天て

ん

に
隠か

く

れ
、
馨

こ
う
ば
し

き
龍り

う

華げ

の
春は

る

の
風か

ぜ

は
遥は

る
か

に
五ご

十じ
う

億お
く

万ま
ん

の
歳と

し

を
隔へ

だ

つ
る
澆ぎ

や
う

季き

の
運う

ん

に
生し

よ
う

を
受う

け
身み

は
、
二に

仏ぶ
つ

の
中ち

う

間か
ん

に
あ
り
な
が

ら
遭あ

い

難か
た

き
仏ほ

と
け

に
値あ

い
奉

た
て
ま
つ

り
生し

よ
う

死じ

長ち
よ
う

夜や

の
苦く

る
し
み
を
ま
ぬ
か

れ
、
現げ

ん

世せ

安あ
ん

穏の
ん

無む

病び
よ
う

息そ
く

才さ
い

万ば
ん

民み
ん

長ち
よ
う

久き
う

子し

孫そ
ん

繁は
ん

栄ゑ
い

福ふ
く

寿じ
ゆ
う

無む

量り
よ
う

の
快か

い

楽ら
く

を
得う

る
こ
と
は
是こ

れ

偏ひ
と
へ

に
瑠る

璃り

光こ
う

如に
よ
う

来ら
い

の
恩を

ん

光こ
う

に
あ
ら
ず
や
。　
　
　

古こ

徳と
く

の
曰い

は

く
日に

本ほ
ん

を
七ひ

ち

仏ぶ
つ

薬や
く

師し

の
浄じ

よ
う

土ど

と
云い

ゑ

り
。
諸し

よ

国こ
く

を
七ひ

ち

道ど
う

に
分わ

か

ち
都み

や
こ

の
口く

ち

を
七な

ゝ

つ
に
分わ

か

つ
事こ

と

も
七ひ

ち

仏ぶ
つ

薬や
く

師し

の
浄じ

よ
う

土ど

な
る
故ゆ

へ

な
り
。
是こ

れ

を
以も

つ

て
我わ

が

朝ち
よ
う

仏ぶ
つ

法ほ
う

の
元げ

ん

祖そ　
　
　

聖し
よ
う

徳と
く

太た
い

子し

初は
じ
め

て
御ご

建こ
ん

立り
う

の
龍た

つ

田た

法ほ
う

隆り
う

寺じ

も
御ご

本ほ
ん

尊ぞ
ん

は
薬や

く

師し

如に
よ

来ら
い

の
尊そ

ん

像ぞ
う

を
御お

ん

安ま
つ
り置
し
玉た

ま

へ
り
。
亦ま

た

山さ
ん

王の
う

七ひ
ち

社し
や

の
内う

ち

二に
の

宮み
や

は
本ほ

ん

地ぢ

薬や
く

師し

如に
よ

来ら
い

な
り
。
此こ

の

秋あ
き

津つ

州し
う

の
地ぢ

主ぬ
し

な
る
が
故ゆ

へ

に
地ぢ

主ぬ
し

護ご
ん

現げ
ん

と
申ま

う
す

と
か
や
。　
　
　

此こ
れ

等ら

の
説せ

つ

に
依よ

れ

ば
、
身み

を
和こ

の

国く
に

に
受う

く

る
者も

の

は
別べ

つ
し

て
有う

縁ゑ
ん

の
仏ほ

と
け

な
れ
ば
心こ

ゝ
ろ

を
尽つ

く

し
て
帰き

依え

し
奉

た
て
ま
つ

る

へ
き
も
の
な
り
。　
　
　

猶な
ほ

又ま
た

女に
よ

人に
ん

の
御お

方か
た

は
、
出し

ゆ
つ

産さ
ん

の
時と

き

生し
や
う

死じ

の

境さ
か

い
め
な
れ
ば
如に

よ

来ら
い

も
是こ

れ

を
憐あ

は
れ

み
十じ

う

二に

の
大だ

い

願が
ん

に
委く

わ
し

く
説と

き

玉た
ま

へ
り
。

忝か
た
じ
け
な
く

も
一ひ

と

度た
び

拝は
い

す
る
輩

と
も
か
ら

は
洩も

ら

さ
す
述す

く

い
玉た

ま

ふ
と
の
御お

誓せ
い

願が
ん

な
れ

ば
、
何い

づ
れ

も
称し

よ
う

名み
よ
う

諸も
ろ

共と
も

に
近ち

か

ふ
寄よ

り

て
拝は

い

礼れ
い

を
遂と

げ

ら
れ
與よ

。

ぐ
げ
の
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名
古
屋
の
寺
院
に
関
す
る
木
版
資
料
に
つ
い
て
（
七
）

43

102

　
　

右
は
依
古
記
録
記
之
者
也

　
　
　

薬や
く

師し

瑠る

璃り

光こ
う

如に
よ

来ら
い

本ほ
ん

願が
ん

功く

徳ど
く

経き
よ
う

曰い
わ
く（
利り

益や
く
の

證し
よ
う

明み
よ
う

を
挙あ

く
）

薬や
く

師し

如に
よ

来ら
い

本も
と

菩ぼ

薩さ
つ

道ど
う

を
行ぎ

よ
う

す
る
時と

き

、
十じ

う

二に

の
大だ

い

願が
ん

発お
こ

し
て
諸も

ろ
　

の
有う

情じ
よ
う

を
し
て
求も

と
む

る
所と

こ
ろ

皆み
な

得ゑ
せ

し
む
る
と
云う

ん

々ぬ
ん

（
十
二
の
大
願
は
経
に
依

し
る
へ
し
）。
又ま

た

曰い
わ

く
薬や

く

師し

如に
よ

来ら
い

に
十じ

う

二に

薬や

叉し
や

大た
い

将し
よ
う

あ
り
。
倶と

も

に
一い

ち

一ぐ
げ

各お
の
　 

七ひ
ち

千せ
ん

の
薬や

叉し
や

あ
り
。
以も

つ

て
眷け

ん

属ぞ
く

と
な
す
同ど

う

時じ

に
声こ

え

を
挙あ

げ

て
仏ほ

と
け

に

白も
う
し

て
言い

わ

く
。
世せ

尊そ
ん

我わ
れ

等ら

今い
ま

は
仏ほ

と
け

の
威い

力り
き

を
蒙

こ
う
む
り

て
世せ

尊そ
ん

薬や
く

師し

瑠る

璃り

光こ
う

如に
よ

来ら
い

の
名み

よ
う

号ご
う

を
聞き

く

こ
と
を
得え

た
り
。
復ま

た

更さ
ら

に
悪あ

く

趣し
ゆ

之の

怖お
そ
れ

あ
ら
ず
、
我わ

れ

等ら

相あ
い

率ひ
き
い

て
皆み

な

同お
な
じ

く
一い

つ

心し
ん

に
乃な

い

至し

尽じ
ん

形ぎ
よ
う

仏ぶ
つ

法ぽ
う

僧そ
う

に
帰き

依え

し
誓ち

か
つ

て
一
切さ

い

の
有う

情じ
よ
う

を
荷に

な

負ふ

て
為た

め

に
義ぎ

利り

を
作な

し
饒に

よ

益や
く

し
安あ

ん

楽ら
く

に
す
べ
し
と
云う

ん

々ぬ
ん

。
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